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令 和 6 年 8 月 7 日 

 環     境     局 

再生可能エネルギー導入推進課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第三セクターの経営情報について 

（株式会社北九州パワー） 

 
 

 

  

 

報 告  
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１ 会社概況（令和６年３月末現在） 
 

（１）所 在 地    北九州市小倉北区浅野三丁目８番１号 

（２）設 立 年 月 日    平成２７年１２月１日 

（３）代 表 者    代表取締役 富高 紳夫 

（４）資 本 金    ９９，２００千円 

（５）北九州市の出資金   １４，５００千円（出資の割合 ２１.６４％） 

（６）当期末従業員     １２名 

 

２ 令和５年度事業報告 
 

（１）事業の経過と状況 

株式会社北九州パワーは、平成２７年度に低炭素エネルギーの地産池消による「市内

の低炭素化」と「市内産業の下支え」の実現のために設立し、電力の小売り事業等を行

っている。また、「2025 年北九州市公共施設の再エネ 100％電力化」のように、低炭素

から更に進んだ「脱炭素社会」に向けた取り組みについても、実現に向け推し進めてい

るところである。 

電力事業の収益については、電力市場や燃料調整費が比較的安価で推移したことで

当期純利益は、604,731 千円となった。 

令和４年度より本格的にスタートした太陽光 PPA 事業、省エネ機器の第三者所有モ

デル事業については、脱炭素先行地域計画に基づき、地域エネルギーマネジメントに取

り組むため公共および民間の施設へ導入を進めている。 

 

（２）契約の状況 

令和６年３月時点で契約施設数は１，５８１、契約規模は１１４，０３２kW であっ

た。 

 

（３）販売の状況 

当期の小売販売量は２５０，３８０MWh であった。 

 
（４）財務の状況 

経常利益  ３億５，６９１万円 （Ｒ４：１億４，２５２万円） 

当期純利益 ６億０，４７３万円 （Ｒ４：２億２，０７４万円） 

 

（５）その他 

北九州市の推進する脱炭素社会の実現に向け、新たな再生可能エネルギー電源の確

保と、電源調達コストを適正に反映した電気料金の仕組みづくりを急務と捉え、北九州

市の政策推進と安定的な利益確保を継続していく予定である。 
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３ 決算報告書 
 

損 益 計 算 書  
令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

（単位：円） 

科    目 金   額 

売上高 ① 4,476,465,104 

売上原価 ② 2,320,757,275 

販売費一般管理費 ③ 1,798,838,681 

営業利益 ①－②－③＝④ 356,869,148 

営業外収益 ⑤ 38,347 

営業外費用 ⑥ 0 

経常利益 ④＋⑤－⑥＝⑦ 356,907,495 

特別利益（補助金等） ⑧ 469,370,272 

税引前当期純利益 ⑦＋⑧＝⑨ 826,277,767 

法人税・住民税及び事業税 ⑩ △251,509,772 

過年度法人税等還付税額 ⑪ 29,963,400 

当期純利益 ⑨＋⑩＋⑪＝⑫ 604,731,395 

 

貸 借 対 照 表 
 令和６年３月３１日現在 

     （単位：円）  

資 産 の 部 負債及び純資産の部 

科    目 金  額 科    目 金  額 

流 動 資 産 1,899,062,581 流 動 負 債 935,063,522 

固 定 資 産 19,011,515 固 定 負 債 1,602,000 

有形固定資産 3,070,910 負 債 合 計 936,665,522 

無形固定資産 11,180,422 資 本 金 99,200,000 

投資その他資産 4,760,183 利 益 剰 余 金 882,208,574 

  純資産合計 981,408,574 

合    計 1,918,074,096 合    計 1,918,074,096 

 


